
令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。
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令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
三
百
四
十
八
号

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令

内
閣
は
、
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号

ハ
、
第
十
三
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
十
四
条
並
び
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九

年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
三
十
九
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。





を
「

別
表
第
三
の
一
級
の
項
第
一
号
中
「
両
眼
の
視
力
の
和
が
〇
・
〇
四
以
下
の
も
の

」

イ

両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
〇
三
以
下
の
も
の

次
に
掲
げ
る
視
覚
障
害

ロ

一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
四
、
他
眼
の
視
力
が
手
動
弁
以
下
の
も
の

ハ

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
の
Ｉ
／
四
視
標

和
が
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
度
以
下
か
つ
Ｉ
／
二
視
標
に
よ
る
両
眼
中
心
視
野
角

ニ

自
動
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
開
放
視
認
点
数
が
七
〇
点
以

認
点
数
が
二
〇
点
以
下
の
も
の

二
級
の
項
第
一
号
中

」

「

」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
表
の

両
眼
の
視
力
の
和
が
〇
・
〇
八
以
下
の
も
の

に
改
め
、
同
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
規
定
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

「

に
よ
る
周
辺
視
野
角
度
の

度
が
二
八
度
以
下
の
も
の

下
か
つ
両
眼
中
心
視
野
視

」
を

次
に
掲
げ
る
視
覚
障
害

イ

両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
〇
七
以
下
の
も
の

ロ

一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
八
、
他
眼
の
視
力
が
手
動
弁
以
下
の
も
の

ハ

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
の
Ｉ
／
四
視
標
に
よ
る
周
辺
視

和
が
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
度
以
下
か
つ
Ｉ
／
二
視
標
に
よ
る
両
眼
中
心
視
野
角
度
が
五
六
度
以

ニ

自
動
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
開
放
視
認
点
数
が
七
〇
点
以
下
か
つ
両
眼
中

認
点
数
が
四
〇
点
以
下
の
も
の

野
角
度
の

下
の
も
の

心
視
野
視

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
視
覚
障
害

イ

両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
〇
七
以
下
の
も
の

ロ

一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
八
、
他
眼
の
視
力
が
手
動
弁
以
下
の
も
の

ハ

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
の
Ｉ
／
四
視
標
に
よ
る
周
辺
視
野
角
度
の
和
が
そ

れ
ぞ
れ
八
〇
度
以
下
か
つ
Ｉ
／
二
視
標
に
よ
る
両
眼
中
心
視
野
角
度
が
五
六
度
以
下
の
も
の

ニ

自
動
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
開
放
視
認
点
数
が
七
〇
点
以
下
か
つ
両
眼
中
心
視
野
視
認
点
数

が
四
〇
点
以
下
の
も
の

別
表
第
一
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
規
定
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
視
覚
障
害

イ

両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
〇
三
以
下
の
も
の

ロ

一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
四
、
他
眼
の
視
力
が
手
動
弁
以
下
の
も
の

ハ

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
の
Ｉ
／
四
視
標
に
よ
る
周
辺
視
野
角
度
の
和
が
そ

れ
ぞ
れ
八
〇
度
以
下
か
つ
Ｉ
／
二
視
標
に
よ
る
両
眼
中
心
視
野
角
度
が
二
八
度
以
下
の
も
の

ニ

自
動
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
開
放
視
認
点
数
が
七
〇
点
以
下
か
つ
両
眼
中
心
視
野
視
認
点
数

が
二
〇
点
以
下
の
も
の

別
表
第
二
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
中
「
の
和
が
」
を
「
が
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改

め
る
。

別
表
第
二
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
視
覚
障
害

イ

両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
〇
三
以
下
の
も
の

ロ

一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
四
、
他
眼
の
視
力
が
手
動
弁
以
下
の
も
の

ハ

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
の
Ｉ
／
四
視
標
に
よ
る
周
辺
視
野
角
度
の
和
が
そ

れ
ぞ
れ
八
〇
度
以
下
か
つ
Ｉ
／
二
視
標
に
よ
る
両
眼
中
心
視
野
角
度
が
二
八
度
以
下
の
も
の

ニ

自
動
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
開
放
視
認
点
数
が
七
〇
点
以
下
か
つ
両
眼
中
心
視
野
視
認
点
数

が
二
〇
点
以
下
の
も
の

別
表
第
二
第
三
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
の
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
の
認
定
を
受
け
た
児
童
扶
養
手
当
法
第
十
三
条
の
三
第
一
項

に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
に
よ
り
新
た
に
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
第
八
条
第
二
号

に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
に
係
る
令
和
四
年
三
月
以
前
の
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
の

制
限
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額
の
改
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
支
給
に
係
る
障
害
児
の
障

害
の
程
度
が
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
第
三
に

定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
に
よ
り
そ
の
障
害
児
の
障
害

の
程
度
が
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
第
三
に
定

め
る
一
級
の
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
は
、
そ
の
障
害
児
の
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
も
の
と

み
な
し
て
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
児
童
扶
養

手
当
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄
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